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１．問題認識

“科学”に対する一般的なイメージ （小中高大の教育を振返って）

「既に出来上がった体系、客観的で完璧なもの」

社会の成熟化に伴う、

科学・技術の細分化・複雑化

（科学・技術のブラックボックス化）

科学・技術のもたらす結果を一方的に享受するだけの姿勢（受身）
↓

「科学離れ問題」「科学リテラシー不足」などの社会的リスク

い
つ
も
の
接
点



２．受身から能動へ
プロセスの可視化・共有

「客観的で完璧なもの」
完成されたイメージ

「人の思い＋試行錯誤」

市民

新
し
い
接
点

い
つ
も
の
接
点

「リンクかかる」
（能動的な姿勢）

「リンク切れ」
（受身的な姿勢）

プロセスの可視化・共有



CONCEPT

①“科学”のプロセスを

五感で体験できる場

②“科学”を切り口に

地域を再発見できる場

・大学・研究機関や企業、行政機関等

約５０団体の研究者・技術者が参加

３．実践例
『学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ』



大学

ＰＯＩＮＴはただひとつ

「人」のリアリティに「伝わる」力あり

研究機関 企業

⇒子どもから専門家まで各人各様に楽しむことができる
「伝える」ではなく「伝わる」ことが大切

研究者・技術者本人「おもしろい」と思うプロセス



研究者・技術者の側から

普段の研究・開発を一生懸命やっている研究者・技術者ほど、

「プロセス」共有に喜び

内発的モチベーション発揮できる前提が大切



以上のことから、

科学コミュニケーションについて

感じたことは・・・



４．科学コミュニケーション
課題として感じること

昨今、科学コミュニケーションの重要性が叫ばれ、

さまざまな取組みが実践されている。

→精神的な負担に

しかし依然として、研究者・技術者等は
「やれって言われるからやっている」という「やらされ感」
（外発的モチベーション）



５．科学コミュニケーションの前提

そもそも・・・

科学の「おもしろさ」は、各人各様



６．科学コミュニケーションに対する提案

【キーワード①】 「プロセス」

【キーワード②】 「地域」

遠い世界の話ではなく、身近な地域の要素を活用
⇒ 「人」や「プロセス」を実感しやすい

研究者・技術者本人が「おもしろい」と思うもの形に
⇒ 子どもから専門家まで「伝わる力」に



科学は、対象に直接触れ、自分の目で見て、

自らの五感で感じることからはじまる。

そのはじまり方は各人各様。

科学コミュニケーションのスタンスもそうありたい。
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７．最後に


